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平成 17 年 3 月期業績予想（連結・単独）の修正に関するお知らせ 

 

 

     平成 17 年 3 月期（平成 16 年 4 月 1 日～平成 17 年 3 月 31 日）の業績予想につきまして、平成 16 年 

5 月 18 日付けの「平成 16 年 3 月期 決算短信(連結・単独)」に記載の平成 17 年 3 月期業績予想を下記 

の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 
１．平成 17 年 3 月期 連結業績予想修正 

  (１)中間期（平成 16 年 4 月 1 日～平成 16 年 9 月 30 日）                           （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益

前回発表予想（Ａ） 
（平成 16 年 5 月 18 日） 

 

85,000 

 

12,000 

 

 7,000 

今回修正予想（Ｂ） 96,000 18,500 10,500 

増減額（Ｂ）－（Ａ） 11,000  6,500  3,500 

増    減    率  12.9％  54.2％  50.0％ 

＜ご参考＞ 
前期実績（平成15年9月中間期）

 

63,526 

 

 5,430 

 

 3,200 

 

  （２）通期（平成 16 年 4 月 1 日～平成 17 年 3 月 31 日）                              （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益

前回発表予想（Ａ） 
（平成 16 年 5 月 18 日） 

 

145,000 

 

15,000 

 

 9,000 

今回修正予想（Ｂ） 156,000 21,500 12,500 

増減額（Ｂ）－（Ａ）  11,000  6,500  3,500 

増    減    率   7.6％  43.3％ 38.9％ 

＜ご参考＞ 
前期実績（平成 16 年 3 月期） 

 

176,765 

 

29,870 

 

17,527 

 
 

２．連結業績修正の理由は次の通りであります。 

 

  中間期の業績について 

     売上面につきましては、今年発行が予定されています新紙幣に対応して金融機関向け出納機器や紙幣 

整理機などが改造需要から更新需要に変化したことと併せて、流通関連製品などの需要増により売上高が 

期初予想より増加する模様です。 

利益面につきましては、売上高の増加により、期初予想を上回る見込みです。 

       

  通期の業績について 

     売上面につきましては、新紙幣発行需要で金融機関向け出納機器や紙幣整理機などが上半期に改造 

需要から更新需要に変化したことと併せて、流通関連製品などの需要増により、通期売上高が期初予想 

より増加する模様です。 

利益面につきましては、上半期の売上高の増加から期初予想を上回る見込みです。 
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３．平成 17 年 3 月期 単独業績予想修正 

  (１)中間期（平成 16 年 4 月 1 日～平成 16 年 9 月 30 日）                          （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益

前回発表予想（Ａ） 
（平成 16 年 5 月 18 日） 

 

53,000 

 

10,000 

 

7,500 

今回修正予想（Ｂ） 60,000 13,500 9,500 

増減額（Ｂ）－（Ａ）  7,000  3,500 2,000 

増    減    率  13.2％  35.0％ 26.7％ 

＜ご参考＞ 
前期実績（平成15年9月中間期）

 

38,166 

 

 5,040 

 

3,705 

 

  （２）通期（平成 16 年 4 月 1 日～平成 17 年 3 月 31 日）                              （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益

前回発表予想（Ａ） 
（平成 16 年 5 月 18 日） 

 

88,000 

 

10,500 

 

8,000 

今回修正予想（Ｂ） 95,000 14,000 9,800 

増減額（Ｂ）－（Ａ）  7,000  3,500 1,800 

増    減    率  8.0％ 33.3％ 22.5％ 

＜ご参考＞ 
前期実績（平成 16 年 3 月期） 

 

112,542 

 

19,071 

 

12,166 

 
 

４．単独業績修正の理由は次の通りであります。 

  中間期の業績について 

     売上面につきましては、連結業績修正同様、今年発行が予定されています新紙幣に対応して金融機関 

向け出納機器や紙幣整理機などが改造需要から更新需要に変化したことと併せて、流通関連製品などの 

需要増により売上高が期初予想より増加する模様です。 

      利益面につきましては、売上高の増加と併せて、量産による製造原価率の低減などの効果から期初 

予想を上回る見込みです。 

       

  通期の業績について 

     売上面につきましては、連結業績修正同様、新紙幣発行需要で金融機関向け出納機器や紙幣整理機 

などが上半期に改造需要から更新需要に変化したことと併せて、流通関連製品などの需要増により売上 

高が期初予想より増加する模様です。 

利益面につきましては、上半期の売上高の増加と併せて、量産による製造原価率の低減などの効果 

から期初予想を上回る見込みです。 

 

 

※ 上記の予想は現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は、 

今後さまざまな要因によって予想数値と異なる結果になる可能性があります。 

 

以 上   

 


